
企業局 

経営基本委員会質問回答 

 

Ｑ各事業の経費で前年度と比較して主な増加原因は何か。 

 

A 

【電気事業】 

 増加原因で最大のものは、修繕費である。昨年度より、５億９百万円余の増加となってい

る。このうち主な修繕は、中之条発電所のオーバーホールに伴い、中之条ダムを抜水したこ

とから、抜水中でないとできない修繕工事を行った。 

・中之条発電所水圧鉄管内面外塗装工事（137,104,000 円） 

・中之条ダム洪水吐ゲート外塗装工事（63,118,000 円） 

また、資材価格や人件費が上昇しており、それによりオーバーホール費用が以前の見込みよ

り大幅に増加したことから、契約済みの工事について不足額を特別修繕引当金に繰り入れ

を行った（引当金額は R6 より 3 億 5 千万円程度増加）。 

 

【工業用水道事業】 

 増加原因で最大のものは、人件費である。昨年度より、３千４百万円弱の増加となってい

る。これは、給与水準や職員の平均年齢が上昇したことと退職に係る引当金の繰入額の増で

ある。 

R6 35 人（6 級 4 人）→R7 35 人（6 級 7 人） 

また、退職給付引当金繰入額が増加 21,083,834 円増加。 

 

【水道事業】 

 増加原因で最大のものは、固定資産除却費である。昨年度より、８千１百万円弱の増加と

なっている。これは、県央第一水道事務所の 1 系浄水処理施設更新工事に伴い除却工事費

が増額したことによるものである。 

R6 0 円→R7 82,380,000 円（税抜き） 

 

【団地造成事業】 

増加原因で最大のものは、造成原価（産業団地）である。昨年度より、１５億１千４百万

円余の増加となっている。これは、分譲面積が増加したことによるものである。「信越化学

に分譲した伊勢崎南部国領団地 3,159,430,616 円、高崎玉村スマート IC 北地区工業団地

344,296,611 円、高崎複合産業団地 157,059,511 円の増加に伴うものである。」 

 

 



【施設管理事業】 

 増加原因で最大のものは、固定資産除却費である。昨年度より、１億２百万円余の増加

となっている。この主なものは、板倉ゴルフ場のクラブハウス撤去に係る除却損が

約 97百万円となっている。 

 


